
 

主催 突哨山と身近な自然を考える会 
 東北のいもっこ鍋は里芋ですが、こちらはジャガイモのイモ煮です。 
紅葉の時期もすでに終わり、散策路をたどって晩秋の明るい雑木林の 
自然を楽しみます。 
 下山すると、ジャガイモに豚肉、野菜、キノコの暖かいイモ煮が待って 
います。昨年同様、今年も新型コロナ問題のため、餅つき、絞りたての牛乳、
新米のおにぎりはありません。おにぎりはそれぞれ持参して下さい。暖かい 
服装、⻑靴や⼭を歩きやすい靴でおいで下さい。 
 消毒液を用意します。必ずマスク着用をお願いします。 
 
日 時 2021年11月３日（水） 
    午前９時半 受付開始 
    午前10時  観察会出発 
    正午ころ  下山、イモ煮会 
    午後２時頃  終了 

 
会 場 カタクリ広場 旭川刑務所正門前の坂の100m上（看板あり） 
参加費 ５００円（保険料含む） 
服 装 暖かな服装、山歩きに向く靴、軍手など 
持ち物 お箸、お椀、小雨の場合は傘、雨合羽など、おにぎり持参 
交 通 カタクリ広場に駐車場あります。  
バス利用 道北バス17番（10線22号行き）宮下通り7丁目駅前 
（22番バス停）8時45分発に乗り、東鷹栖3線20号で下車 
その他 申し込みの必要はありません。当日直接おいで下さい。 
問い合わせ：出羽 ０９０−６２６７−６５２１ 
 または  塩田 ０１６６−２３−８７４４ 
 
 
 
 
 


